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和文抄録 
 ゆかたの着装を含む授業を通して、生徒がきもの文化に興味関心を高めることを目指す教

育プログラムを普及させるためには、家庭科教員のきもの文化に関わる知識や技能の現状

を把握することが重要である。教員研修の機会に、きもの文化に関する講義やゆかたの着

装実習を含む講習を実施する機会を得たので、受講者を対象にアンケート調査を行った。 
アンケートの解析結果から、ゆかたの着装を扱う授業の実践には、教員側のきものの知識

とゆかた着装の技能の向上により自信をつけることが、授業導入意欲を高める上で必要で

あることが明らかとなった。教材やアシスタント不足という環境側面は、多くの教員がア

シスタントの不足、ゆかたを含めた教材不足があると考えていたが、そのことが授業で扱

わない要因ではないことが明らかとなった。教員が授業実践例を知り、家庭科で扱うこと

の意義や内容を知ることにより、授業の有効性を感じ、そのことが授業で扱いたいという

導入意欲につながることが示された。 
 
 


